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総合教育研究所 

 

休校時も登校時も学びを止めないシームレスな教育活動を目指します。 

貸出用PC端末とモバイルルーター700台を緊急整備します。 

 

 

＜概要＞ 

 つくば市では、今回の休校期間において、各校に配置した電子黒板とデジタル教科書を使っ 

て教師が学習動画を制作・配信したり、子供と担任をつなぐコミュニケーションツール「せん 

せいあのね」やつくば教育クラウドでのｅラーニングを活用したりして、休校中の学習支援を 

行ってきました。しかし、これらの学習支援を利用するにはインターネット環境整備が必要で 

あることから、すべての児童生徒が利用することができないことが課題となっております。 

そこで、分散登校が開始となり休校と登校が交互になることや、今後は第２波も予想される 

ため、つくば市では貸出用端末700台を整備することとしました。これは、現在行われている

調査を基にインターネット環境がない家庭に対して、つくば市がモバイルルーターと端末をセ

ットにして貸し出しするものです。これにより、今後の休校時に様々なオンライン学習支援が

活用できるだけでなく、各学校で配信するコミュニケーションツールを通して、先生とのつな

がりを持つことができます。 

 貸し出しについては、「家庭におけるインターネット利用状況調査」の結果をもって６月の

中旬以降に学校を通して行います。貸出期間や貸し出しについてのルールなどの詳細は、『つ

くば市持ち帰りタブレット活用のルール』に記載されており、貸し出しの際に一緒に渡します。 

 つくば市では、今後も続く予測困難な状況においても、すべての児童生徒の学びを止めない 

ために、十分な学習支援環境の整備に努めてまいります。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

＜問合せ先＞ 
 総合教育研究所  
 担当 情報担当指導主事 中村めぐみ 


